
第
３
回

幌
延
町
議
会

（
臨
時
会
）

　
第
３
回
幌
延
町
議
会
（
臨
時

会
）
は
５
月
27
日
に
開
会
さ
れ
、

承
認
４
件
、
議
案
３
件
を
原
案

ど
お
り
可
決
し
、
同
日
閉
会
し

ま
し
た
。

　
議
決
さ
れ
た
案
件
は
次
の
と

お
り
で
す
。

▽
承
認
第
１
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
２
年
度

幌
延
町
一
般
会
計
補
正
予
算　

第
９
号
）

　
補
正
の
内
容
は
、
臨
時
道
路

除
雪
事
業
費
２
千
万
円
の
新
規

計
上
な
ど
で
す
。

▽
承
認
第
２
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
幌
延
町
税
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）

　
地
方
税
法
等
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
幌
延
町
税

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

▽
承
認
第
３
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
幌
延
町
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
）

　
地
方
税
法
等
が
一
部
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
幌
延
町
国

民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

▽
承
認
第
４
号

　
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
公
益
法
人
等

へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
）

　
派
遣
等
の
職
員
に
対
す
る
給

与
の
支
給
の
中
に
、
管
理
職
手

当
や
時
間
外
勤
務
手
当
な
ど
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
１
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て（
下
平
橋
橋
梁
補
修
工
事
）

　
令
和
３
年
度
施
行
下
平
橋
橋

梁
補
修
工
事
に
つ
い
て
、
５
千

４
６
７
万
円
で
株
式
会
社 

高

橋
建
設
と
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の
で
す
。

▼
議
案
第
２
号

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
上
幌
延
開
進
地
区
給
配

水
管
改
修
工
事
）

　
令
和
３
年
度
施
行
上
幌
延
開

進
地
区
給
配
水
管
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
６
千
３
９
１
万
円
で

株
式
会
社 

高
橋
建
設
と
工
事

請
負
契
約
を
締
結
す
る
も
の
で

す
。

▼
議
案
第
３
号

　
工
事
請
負

契
約
の
締
結

に
つ
い
て

（
問
寒
別
地

区
給
配
水
管

改
修
工
事
）

　
令
和
３
年

度
施
行
問
寒

別
地
区
給
配

水
管
改
修
工

事
に
つ
い
て
、

８
千
６
５
２

万
６
千
円
で

土
屋
建
設 

株
式
会
社
と

工
事
請
負
契

約
を
締
結
す

る
も
の
で
す
。

令和2年度　補正予算額	 （単位：千円）

会　計　名 補正前 補正額 補正後

一　 般　 会　 計 5,444,945 86,211 5,531,156

①電源立地地域対策交付金　　　　１億５,１５５万９千円
　●幌延町国民健康保険診療所運営費･･････････････････････････ ６,７５0万円
　●幌延町保健センター運営費･･････････････････････････････････ ５00万円
　●幌延町認定こども園・幌延町立問寒別へき地保育所運営費･････ 3,2５0万円
　●北留萌消防組合幌延支署運営費････････････････････････ ４,1５８万９千円
※電源立地地域対策交付金を国保診療所運営経費等に充当することにより、医

療・福祉の充実をはじめ、地域の活性化を図っています。

②広報・調査等交付金　　　　　　　　１,２６０万円
　●エネルギー関連施設見学会等････････････････････････････ ７５1万７千円
　●深地層の研究等広報事業････････････････････････････････ 103万７千円
　●資料収集業務等････････････････････････････････････････ ４0４万６千円
※原子力発電と深地層研究施設に関する知識の普及に関する調査及び研修並びに連絡調整に関する事業に広

報・調査等交付金を充当しています。

＜原子力立地給付金事業の実施について＞
　電気料金の値上げや消費税増税等に対する生活支援の観点から、電源立地地域対策交付金の一部を給付金
として交付します。（電灯契約口数×８,100円）

令和３年度 幌延町における電源三法交付金の使い道

｜ほろのべの窓｜｜ほろのべの窓｜20212021  7月号  …　6 …　6


